
受講終了後、申請により下記の給付金 助成金が受給できます。詳しくは、お問い合わせください。
(通信コースについては対象除外となります。)

①教育訓練給付制度厚生労働大臣指定講座 (厚生労働省)

②海技I18取得研修補助 〈全日本海員組合) (平成23年 12月現在〉

③教育割練給付補完給付 く全日本海員組合) (平成23年 12月現在)

次の (1)又は (2)のいずれかに該当する方
(1)雇用保険の薇保険者期間 (船員保険期間を含0。 以下同じ。)が 3年以上ある方。
(2)雇用保険の機保険者であつた方で 被保険者資18を姜失した日以降 1年以内であり かつ被保険者期間が3年
以上ある方。

(1)又は (2)と も当分の間 初めて敦剛 練給付金の支給を受けようとする方については 被保険者期間が 1年
以上あれば可。

敦枷 練経費の 20%に相当する額。限度額 10万円。

本人のロチを管縮するハローワークヘ中議。

O教育訓練給付金支給申議書
②教育割練修了証明

=③各贅用の領収● (入学料 授業料 教科書代等  〈最大 1年分〉)
◎層用保険被保険者証等 (受講鬱了後1ケ月以内に支給申請)

受講料 (入学料 教材費を含む。)の全額相当額が支給されます。ただし 同一の海技士費格について2回曰以上の
受講である場合は 受ヨ料の半額担当額の総付となります。

0財団法人全日本海員福祉センターヘ受講前に,前申し込みとして「海技資18技能講晉受麟申薔●Jを提出します。
(申薔●用紙は全日本澪員福祉センターまたは全日本力員組合各支部にあります。)

② 全日本海員福祉センターにて審査後 「澪技資48取得研修受講決定通知」と「研修補助 交通費補助■■●」が送
付されます。

受踏者は受議決定通知受領後 海技大学校へ受鋳申し込みを行い 受講してください。
③ 受講後 「研修補助 交通費補助申調書」を全日本海員福祉センターヘ提出。提出の際 研修修了証と領収■を添
付してください。

2つの要件を満たしていること。

(1)全日本海員組合員の組合員 (申譴時において前回の受給から3年以上が経過していること)
(2)教育ヨ1練給付金を受給済の方。

受講料 (入学料 敦材■を含0。)の 3割相当額 〈限度額 15万角)が支給されます。

教書訓練給付金を受領後 所定の補助申瀾●に教育副練お付金の支給証
"書
等を添付して全日本海員福祉センターヘ

■瀾。(補助申薔■は全日本海員福祉センターまたは全日本お員組合各支部にあります。)

※①教育ヨ1練給付金 ②海技資格取得研修補助 ③教育訓練給付綸完給付は 本人が入学料 授業料を負担した場合のみ
対象となります。

※①教育割1練給付金 (厚生労働省〉と②海投資格取得研修補助 (全日本海員組合)とは 重櫂して受給することはできません。
また ②海技資格取得研修補助 (全日本澪員組合)と◎教育ヨ瞼給付補完給付 (全日本海員組合)とは 重複して受給
することはできません。



海技士コース受講に必要な諸経費は 概算で下記のとおりです。(単位 :円 )

コース

澪技士D―ス (二級) 海技士コース (四級)
海技士コース (四級)
五級海技士免許受有者

海狡士コース (五級〉

醸 機関 航海 機腱 麟 機薗 艤 額

9フ 300 97300 07300 97300 ?ワ 800 7?800

109300 109300 68500 68500 54?00 54フ00 40000 40000

55000 45000 42000 30000 30000 28000 42000 31000

4500 4500 4000 4000 4000 4000 4000 4000

172000 172000 115000 115000 95000 95000 115000 115000

※寮費の内.Pは 寄宿料 食贅 寮経費等です。数字は 平成 23年度の金額で 改訂される場合があります。
※願書出願時には 別途「入学検定科」として 30,500円 が必要です。
(ただし 海技士コース (四級)のうち「五級海技士免許受有者Jコース出願者については「入学検定料」は被収いたしません。)

〔参考〕給付金 助成金の例 (概算)

コース
力技士コース (三級) 海技士コース (四級〉

海技士コース (四級)
五級力技士免

“

螢有者
海技士コース (五級)

麟 機関 醸 機田 醸 機関 航海 線

52000 50000 4,000 39000 34000 32000 16000 14000

261000
+往復交通賢

251000
+往復交通贅

20?000
+往復交通費

105000
+往復交通費

1?1000
+往復交通費

160000
+往復交通費

82000
+往復交通費

ワ1000
+往復交通費

78000
+往復交通費

?5000
+往復交通費

62000
+往復交通費

58000
+往復交通費

51000
+往復交通費

48000
+往復交洒薔

24000
+往復交通費

2,000
+往復交通費

(注意)上記助成金額は 平成 23年度の参考金額です。制度変更があつた場合は 助成金額が変更されることがあります。

※入学時に船員失業保険受給中で 地方運輸局等から「受講指示●Jを受けた方は 失業保険金の他に 技能習得手当等が支
給されます。
※「①教育ヨ廠給付金Jにつきましては 2割相当の金額で計算しています。
※「①教悧 練給付金J「C教育訓練給付補完給付」と「②海技資格取得研修補助」とは重複して受給することはできません。
※
=制
度の詳しい内容につきましては ①は最寄りのハ0-ワーク ② Oは く財)全日本海員福祉センター (■t033475-
5390)にお問い合わせください。



学校のある芦屋は、神戸と大阪の中間に位置します。北に六甲山、南に大阪湾を望む閑鰺な地で、勉学に

は最適な場所です。

校内には最新鋭の教育副練設備があり、長期のコースではシミュレータ訓練 練習船海技丸での乗船副練
等の授業 実習により理解力がアツプし、国家試験対策プラスαで海技を習得することができます。
本校の敷地内に鉄筋5階建、冷暖房を完備した学生寮もあります。居室の他に食堂 浴室、診察室、談話室、

娯楽室、自習室、洗濯室、売店等があり、また女性専用の区画も設けています。

教室 学生寮 図書室 実習施設等、当日可能な限りご見学いただけます。

見 学 日 月～金曜日
見学時間 1時間半前後

見学日時や内容等を、あらかじめご連絡下さい。上記以外の日に見学をご希望の場合は、こ相談下さい。

海技大学校 学務部 教務課
〒6590026兵庫県芦屋市西商町 12番 24号

TEL(0797)38-6211

FAX (0797)32-5955

e―ma‖  kyoumu@ma‖ mtc acJp

学校への交通アクセスは、本案内の裏面をご参照下さい。


